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横手盆地の地下水のマンガンについて（第 2報）

一横手盆地土壌の分析結果一

芳賀義昭＊小林淑子＊伊藤勇＝＊

大谷裕行＊加藤明彦＊猿田忠則＊

I はじめに

横手盆地の一部の地域でマンガン (Mn)濃度の高い

井戸水がみられるので，我々はその要因を調査している．

たまたま横手盆地内数地点の土壌を人手することが出来

たので，地下水と土壌環境の関連をみるために分析を試

みた．

n 試料

［．．壌試料採取地点を図 1にホす。各地点ともそれぞれ

地表から深さ 1m, 2 m, 3 m,.....• と 1 m間隔で試料

図 l．土壌試料採取地点

＊秋田県衛生科学研究所

0数字は試料No.

を得たが，浅い地点では地下3m迄，深い地点では地下

14m迄の試料を入手することが出来た．試料はすべて本

盆地の堆積層（第四紀層）に属する地屈から採取された

ものである．各地点とも表胴は現在耕地として利用され

ている．これらの試料はボーリングで採取してから我々

が提供を受け，分析に着手する迄 1～数ヶ月間の期間が

あり，その間ポリエチレン袋，或いはプラスチック容器

に収納し，汚染を避けて保存されたものであるが，外気

のしゃ断には特に注意は払われなかった．得られた試料

凪は数g程度の少いものもあって，そのため一部測定を

割愛せざるを得なかった．

Ill 測定

土壌試料を 105℃で乾燥し，ふるい分けして 2.QIIIIIl以

下の粒分を採り，以下の測定を行った．

A.蒸留水による溶出（水溶）試験

乾燥土壌を蒸留水に浸し (511 / 100叫），時々揺り動

かしながら 2~3時間放置後上澄液について次の項目

を測定した．

PH, Mn, Fe,S04, N02-N, N03-N, NH4-N, P04, 

測定方法は上水試験法によった．

B.熱濃硝酸による溶出（酸溶）試験

乾燥土壌を熱濃硝酸で浸出し，没出液のMn, Feを測

定した．測定方法は原子吸光法によった．

c.一般組成

乾燥土壌について次の項目を測定した．しゃく熱減量．

Si02, Fe• AL Ca, Mg, K • Na 

測妃方法は重量法1)によった．

TV 結果と検討

前瑣A.水溶試験の測定結果を表 1に示す．採掘後 1

～数ヶ月間保管された土壌について測定したものである

ため，このまま現地の地下土壌を示すものとは考えられ

ず，一応の目安と考えて扱ったものである．平均値でみ

ると，深くなるにつれてMn,Fe, S04, NH4-Nは濃度
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表 1．深さ別蒸留水による溶出試験結果 (n) x土 6

深さ
m 例数 Mn 胴 Fe 憚 S04煕 N02-N膵 N03-Nft!ll NH4 N胴 P01 ppm p H 

1 15 0.18土0.26 0.32二1.00 暉17.9士］7.4 0闘.496士1269(14) 1.6士2.2 ±̀0.34 U0湯.094土0.181暉6.4士0.5

2 15 0.24土0.35 0.49土1.18 (114) 2.8土17.4 0(1.4) 083土0.160U.4) 0.5士0.7 U04) .31土0.20 (08.0) 68士0.125U64) .3土0.5

3 15 0.37土0.53 0.83土1.72 59.4士1504 0 021士0.015 0.2士0.3 046土0.49 u0n .043 J-0.064 6.1土0.9

4 13 0.57土0.79 1.06士1.48 73.0土115.90.021土0.021 1.2土0.1 0.69土0.79 U0O.0) 69土0.117 5.9土1.1

5 13 L43土2.85 2.01上3.25134.6士222,10.022土0.02.5 0 2土0.1
i 

(111.) 35J~l 49 U0l.0) 37土0053 5.6士1.1

6 12 0.30土0.43 0.36士2.86 68.6士110.sl 0.02.B土0.029 0.3士0.5 U0ll .59土0.69 (08.) 024土0030 i 6.2士0.8

7 10 0.63土1.29 4.42土8.53 141.7士337.90.07土0.154 0.3土0.4 (90) .88土1.25 (08.0) 52士0.048 5.6土1.4

1(83) 5.9士3033 0(8.0) 58士0.086
(7) 

(08.0) 74土0061 6.0士1.28 ， OA5士0.78 5.15::L]2 60 02士0.3 0. 70土0.76

！ 

1(72) 7.6土190.0 (06.1) 09士0.082， 8 0.95土1.78 1.33士2.04 0.049土0.047 0.2士0.2 1.73土1.97 5.5土1.6

10 8 0, 99=-1--1.61 6.07±13.64 165.5土2707 0(71) 39土0.277(7) 0 2士0.2 (72) .81士568 0.079士0.062 6.0士1.2
＇ 

| 

表 2. 深さ別熱硝酸溶出ならびに一般成分測定結果 (n) x士 6

熱硝酸溶出 般 成 分 ％ 
深さ

例数
Ill Mn mg/ kg Fe g I kg しゃく熱 SiOが Fe・ Al C a M g K•Na 

減猷

1 15 517土199 24.7士12.4 5.4士3.3 85.6士6.2 8.4土4.4 0.17士0.13 0.17士0.18 4.14土2.09

2 15 559:-1-324 26.2±12.4 6.2土65 85.3土9.1 8 1士2.7 0.30-t:0.31 0.15士0.14 3.80土1.65
... 

3 15 547ーヒ261 26. 6ー上．1 1 1 6.2土83 85.9士9.9 72土1.9 035土050 0.14士031 345土1.62

4 13 402土230 24.6土13.5 8.5土14.7 84.0土15.5 6.7土2.4 0.31土0.40 0.11土0.06(142) .23士2.06

5 13 385::L276 19.8士］］7 8.3士13l 84.2士14.4 6 4+2.5 0 51+0.76 0.15士018 4 18士1.67
l 

·ヽ• 一・

6 12 543土633 19.9土10.1 10.2土17.4 82.7士18.1 6.2±1.9 0.41土0.48 0.23土0.43 4.19土1.40

7 10 378土280 22.1土10.7 5.8土9.5 86.7士10.5 7.2土3.0 0.30土0.32 0.11士0認 4.08土1.52

8 ， 415~1:: 281 23.5」13.5 3.5土26 砂8.9士4.2, 7 0::L2.4 0 23土020 0.09士006 3 81土1.35

， 8 280土：177 21.3土10.2 9.8土17.0 83.2土15.7 6.5土2.6 0.27土0.19 0.16土：0.14 5.31士3.83

JO 8 478_'253 'll .3-•I□ 6.4 9.2士151 81.4土17.5 8 J :1_2.4 0 3:3 :::::0 20 0.11士009 i 4 33土1.23
I 
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n = 115 

酸溶 般 成 分 水 溶 成 分
深 さ

Fc しゃく熱減凪 Si0, Fe •Al Ca Mg K•Na Mn FC so, N01--N NQ3-N NI!i N PO、 pH 

酸 Mn 0.58** -0,20"' 010 0.50** -0.21* 0.42** -0.07 -0.05 --0 13 -0.24** -0.02 0.03 -014 010 0.23' -0.19* 

溶 Fe ＼ -0.19* 0.06 0.68** -0.22"' 0.28" -017 011 -0.14 -014 0.08 -0.05 -0.02 0.09 0.06 -0.13 

しゃく熱減伍 ＼ -0.98** 0.03 0.28" O.ll -0.07 0.32" 0.11 0.21* 013 0.21• 0.47** -0.09 -0.23' 0.10 

SiO, I~ -0.22"' -0.28" -0.17 0.09 -0.36** -0.12 -0.24** -018* -0.21* -0.50** 0.08 0.21•• -0.06 

般 Fe•Al ＼ -0.15 026" -0.19"' 0.20• 0.13 0.02 0.26** 0.05 013 010 -0臀10 -0.15 

成 Ca ＼ 0.17 D.02 0.09 -0.05 0.33** 0.04 0.13 0.15 -016 -0.30** 011 

Mg | ¥  0.0 1 （）以20* 0.00 -0.03 0.00 -0.Ql 1)~ 1 4 -0.03 -0.07 -0.02 
分

K•Na ＼ に 0.03 
O.QI -0.08 () 02 0.02 0.09 0.05 

Mn 0.57** 0.01 0.06 067** --0 II -0.59" 012 

水 Fe 

SO、
洛

NO,N 

NOi-N 
成

NH』 -N

分
PO、

pH 

'P<0.05 "P<0.01 

が高くなる傾向がみられ， PH伯は小さくなる傾向がみら

れる．この 5項目を地点別，深さ別に図 2に示したが，

地点毎にみると深さと測ず項日との関連に一律性を見出

すことは出来なかった．

前項B.酸溶試験と C.一般組成の測定結果を表 2に

示す．しゃく熱減量は深さ別によるバラッキが大きい．

しゃく熱減量， Si02, その他，に分けて深さ別，地点別

に図 5に示す． No.9, 10, 15にしゃく熱減量の大きいも

のがみられ，地層の複雑さが伺われる．

測定項目間の相関を表 5に小す．水溶Mnと水溶Fe,

804, NH4 -N, PHとの間に相I具lかみられる．又しゃく

熱減量と水溶Mn,NH4-Nとの間にも相関がみられる．

しゃく熱減量は主に有機物はを示すものと考えられるの

で， しゃく熱減量と水溶Mn, NH4-Nとの相関はMnの

還元溶出があることを示唆しているように思われる．

乾燥土壌試料の色調の比較も試みたが，採取地点や深

さとの関連はみられず，又その他の測定項目との間にも

特別な関連を見出すことが出来なかった．

V まとめ

この度の横手盆地の＿1坑試料け採掘後 1～数ヶ月経過

後測定したものであるか，その結果から次のようなこと

が伺われた．

1. しゃく熱減量と水溶性Mn, NH4-Nとの間に相関

がみられたが， これはMnの還元溶出を示唆していると

考えられる．
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¥ 0.60** 0.04 -0.02 035** II~912 a…0.25** 012 

ヽ -0.01 0.00 0.51●● -OJI 0.64** 0.16 

＼ 0.41" 0. J 2 0.14 0.02 -0.10 

＼ 0.12 0.07 0.03 -0.08 

＼ -0.03 -0.47** 0.23' 

＼ 0.20• -0.Ql 

ヽ -0.0 7 

2. PHと水溶性Mnとの問に相閲かみられたが，これ

はMn溶出にPHが干与していることを伺わせる．

3. 乾燥土壌の色調とその他の測定項目との間に特別

な関連を見出し得なかった．
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